
10月～12月まで 永井荷風展
10月9日（月・祝） スポーツの日（授業実施日）
10月9日（月・祝） 講義参加型企画
10月10日（火）・11日（水）履修登録中止期間（後学期開講科目）
10月21日（土） Web版保護者面談
10月28日(土) 第4回定期無料法律相談会

11月2日（木） 第44回法桜祭 1日目
11月3日（金・祝） 第44回法桜祭 2日目
11月3日（金・祝） オープンキャンパス
11月上旬 令和6年3月卒業及び卒業延期に関する手続期間（４年次生）

11月9日（木）・10日（金）
ゼミナール入室申込期間
※第一部・第二部ともに、
　11月9日（木）10:00～10日（金）19:00まで。

11月16日（木） 第5回法務研究科進学相談会
11月23日（木・祝） ゼミナール入室試験（休講）

12月9日(土） 法律討論会
12月16日（土） 第1回学生選書ツアー
12月16日(土) 第5回定期無料法律相談会
12月中旬 1年生英語一斉テスト
12月25日（月）～
1月9日（火） 冬季休業

2月2日（金） 4年次生成績発表 ※WEBにて発表。
2月3日（土） 第6回定期無料法律相談会
2月5日（月）～21日（水） 後学期末再試験期間（4年次生）
2月20日（火）・21日（水） 後学期末追試験
2月23日（金）～
3月1日（金） 令和6年度転部（第一部・第二部間）・転科選考Web出願期間

2月下旬 法学部ヨーロッパ研修旅行（予定）
2月26日（月） 1～3年次生成績発表 ※WEBにて発表。

3月18日（月） 令和6年度転部（第一部・第二部間）・転科選考合格発表
3月25日（月） 日本大学卒業式・学位記伝達

1月～3月 アダム・スミス展
1月15日（月）・16日（火） 補講日
1月19日（金）～24日（水）後学期末試験期間（20・21日を除く）

10月上旬 ★時事力・コミュニケーション力養成講座（全4回）
10月上旬 ★SPI3対策講座（後期コース）③
10月上旬 ★SPI3対策講座（後期コース）最終回模試③
10月上旬 ★職業適性診断（R-CAP（アールキャップ））受験③
10月上旬 自己PR作成講座③
10月上旬 秋冬インターンシップセミナー③

10月中旬 自己分析セミナー《第1回》
「自分にあった企業・職種の見つけ方セミナー」③

10月中旬 自己分析セミナー《第2回》
「自己PR・志望理由の作り方と内定直結の影努力」③

10月下旬 「会社四季報」を使ったいい会社の選び方ガイダンス③
10月下旬 エントリーシート作成ガイダンス（基礎編）③
10月下旬 業界・企業・職種研究セミナー（基礎編）③

11月上旬 日経就活・基礎講座《第2回》③
11月上旬 動画・面接選考対策講座③
11月中旬 業界・企業・職種研究セミナー《第1回》③
11月中旬 業界・企業・職種研究セミナー《第2回》③
11月中旬 TOEIC講演会
11月下旬 業界・企業・職種研究セミナー《第3回》③
11月下旬 業界・企業・職種研究セミナー《第4回》③
11月下旬 グループディスカッション講座（座学編）③
11月下旬 ★職業適性診断（R-CAP（アールキャップ））解説会③
11月～12月 業界・企業・職種研究セミナー《第5回》③

12月上旬～下旬 エントリーシート攻略テストフォローガイダンス③
12月上旬～下旬 公務員業務説明会
12月中旬 面接対策ガイダンス③
12月中旬 第4回 1年生キャリアプランガイダンス①
12月中旬 第4回 2年生キャリアプランガイダンス②
12月中旬 内定学生による内定者相談会③
12月中旬 グループディスカッション講座（体験編）③
12月下旬 第4回 総合就職ガイダンス（3年生対象）③
12月～2月 各種業界研究セミナー③

2月上旬 業界別個人模擬面接③
2月上旬 日経就活・基礎講座《第3回》③
2月下旬～
3月中旬 学内合同企業セミナー③

2月下旬～
3月中旬 学内企業研究セミナー③

3月1日（金） 日本大学合同企業研究会・就職セミナー（全学部合同）③
3月下旬 第1回 総合就職ガイダンス（新3年生対象）③
3月下旬 就職指導課キャリア相談員による就活スキル再確認講座③

1月27日（土）法学部就活セミナー（法学部校友会共催）③
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日本大学法学部 Event Schedule

日本大学法学部 https://www.law.nihon-u.ac.jp

本誌「JOURNAL」のバックナンバーは、法学部ホームページにてご覧いただけます。

検 索
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オンライン求人紹介セミナー（４年・院２年生対象）
就職指導課相談員への個別相談（就職相談・求人票紹介・面接練習・応募書類添削等）
東京新卒応援ハローワーク相談員への個別相談
（就職相談・求人票紹介・面接練習・応募書類添削等）
日本大学就職支援センターによる「公務員相談コーナー」 

随時
開催

期間中の各イベントは変更となる場合があります。 その際は法学部ホームページ、「Live Campus U」等でお知らせします。

編 集
後 記

今回は、法学部の「研究」をテーマとして、ゼミナールや研究所の活動に注目しました。大学は教育機関だけではなく、
研究機関としての社会的役割を担っていますが、自分と専攻の異なる学生や教員が「実際にどのような研究を行なって
いるのか」は、なかなか知る機会がないのではないでしょうか。本号の特集で、社会科学の総合学部とも称される日本
大学法学部における研究の多様性を知っていただけたら幸いです。また、11月のゼミナール選考に役立つ内容にも
なっていますので、昨年のゼミナール特集号（35号）と合わせて、ゼミ選びにもご活用ください。

（「ジャーナル」編集長　新聞学科准教授 石川徳幸）

2023年10月発行　日本大学法学部広報　通巻145号　発行：日本大学法学部企画・広報委員会

※★印は有料で事前申込が必要。　※詳細は「Live Campus U」、「キャリア支援サイト」でお知らせします。
※対象①…1年生、②…2年生、③…3年生・院1年生、④…4年生・院2年生、無し…全学年
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NICHIHO NEWS  ’23 Oct to ’24 Mar.

特集 ゼミナールは学びを強くする
ゼミナール、どう選ぶ？

　ー先輩に聞くゼミ選びー

　ーアンケートから見るゼミ選びー

　ーゼミ入室までのスケジュールー

ゼミナールの研究活動

研究活動から見る日法

法桜祭実行委員会から

探訪！神田三崎町キャンパス

『自主創造の基礎』テキストブックのご案内
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大

就職指導課
教務課 研究事務課学生課

入学センター 大学院事務課図書館事務課

各行事についての詳細は、
各担当課に
お問い合わせください。

　

　 就職指導課　shushoku.law@nihon-u.ac.jp  
　 教務課　kyomu.law@nihon-u.ac.jp  
　 学生課　gakusei.law@nihon-u.ac.jp 

　 図書館事務課　tosho.law@nihon-u.ac.jp  図
　 入学センター　nyugaku.law@nihon-u.ac.jp  入
　 大学院事務課　daigakuin.law@nihon-u.ac.jp  大

就
教
学
　 研究事務課　kenjimu.law@nihon-u.ac.jp 研



ゼ
ミ
選
び
の
時
、「
興
味
あ
る

分
野
が
広
す
ぎ
て
、ど
こ
を
選
ん

だ
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」と

悩
む
友
人
も
い
ま
し
た
が
、私
は

以
前
よ
り
浅
井
先
生
の
授
業
で

政
治
学
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、

よ
り
専
門
的
な
内
容
や
、深
掘
り

し
た
こ
と
を
も
っ
と
学
び
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
浅
井
ゼ
ミ
を
選
び

ま
し
た
。2
0
2
1
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
新
し
い
ゼ
ミ
で
、現
在

4
年
生
は
3
名
、3
年
生
は
13

名
が
所
属
。自
分
た
ち
で
ゼ
ミ
を

作
っ
て
い
く
経
験
が
で
き
そ
う

な
の
も
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

ゼミを選ぶきっかけ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
選
び
は
ど
う
し
て
い
る
の
？

そ
ん
な
悩
み
に
つ
い
て
先
輩
方
か
ら
経
験
談
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ゼミナール、どう選ぶ?

先
輩
に
聞
く
ゼ
ミ
選
び

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、ど
う
選
ぶ
？

も
と
も
と
音
楽
や
芸
能
が
好
き
だ
っ
た

た
め
、法
学
の
分
野
で
調
べ
を
進
め
て

い
く
中
で
知
的
財
産
法
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。ゼ
ミ
は
掲
示
板
と
ポ
ー
タ
ル

で
探
し
、知
的
財
産
法
に
関
す
る
全
て

の
ゼ
ミ
説
明
会
と
公
開
ゼ
ミ
に
参
加
。

公
開
ゼ
ミ
で
は「
ど
ん
な
先
生
か
？
」

「
ゼ
ミ
生
の
距
離
感
は
？
」「
ゼ
ミ
で
の

先
生
の
関
わ
り
方
」の
３
つ
に
着
目
し

ま
し
た
。そ
う
し
て
選
ん
だ
加
藤
ゼ
ミ
は

私
に
と
っ
て
理
想
的
で
し
た
。ゼ
ミ
の
面

接
で
は
、そ
の
分
野
に
興
味
を
持
っ
た

理
由
、現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、

大
学
生
活
で
頑
張
っ
た
こ
と
な
ど
を

的
確
に
伝
え
ら
れ
る
と
良
い
結
果
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

ゼミを選ぶきっかけ

ゼ
ミ
長
を
担
当
し
、ゼ
ミ
運
営

を
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
私
の

や
り
が
い
と
な
り
、私
の
自
信
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。ゼ
ミ
生
の

中
で
も
、知
的
財
産
分
野
の
知
識

に
は
差
も
あ
る
た
め
、そ
の
配
慮

を
忘
れ
ず
に
み
ん
な
で
話
し
合
い

な
が
ら
、遠
慮
な
く
意
見
が
言
え

る
よ
う
な
環
境
作
り
を
心
が
け

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
経
験
で
き
る
こ
と

は
、社
会
に
出
て
も
き
っ
と
役
立

つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。み
ん
な
に

支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、ゼ
ミ
を

も
っ
と
自
由
に
楽
し
く
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
。

私のゼミ自慢

も
と
も
と
新
聞
学
科
に
関
心
が
あ
っ
た

の
で
、初
め
か
ら
新
聞
学
科
系
の
ゼ
ミ
に

照
準
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。授
業
の
中

で「
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
I
」に
興

味
を
持
ち
、よ
り
専
門
的
な
こ
と
を
学
び

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
石
川
ゼ
ミ
を
選
び

ま
し
た
。説
明
会
に
参
加
し
た
時
の
雰
囲

気
が
と
て
も
良
く
、ま
た
３
年
生
か
ら
事

前
に
質
問
を
募
集
し
、説
明
会
内
で
回

答
し
て
い
た
だ
い
た
気
配
り
も
、い
い
ゼ

ミ
だ
な
と
感
じ
た
ポ
イ
ン
ト
で
す
。ゼ
ミ

の
先
輩
や
石
川
先
生
が
と
て
も
丁
寧
で

優
し
く
指
導
し
て
く
だ
さ
る
の
が
わ
か

り
、こ
の
ゼ
ミ
な
ら
2
年
間
頑
張
れ
る
と

思
っ
た
の
が
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
。

ゼミを選ぶきっかけ

ゼ
ミ
で
出
会
っ
た
仲
間
た
ち
は
、今

で
は
私
の
大
切
な
友
達
で
す
。ゼ
ミ

仲
間
に
は
留
学
生
も
い
て
、同
じ
研

究
に
取
り
組
め
て
い
る
こ
と
も
貴

重
な
経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

夏
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
合
宿

は
春
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、1
泊
2
日
の
取
り
組
み
を

通
し
て
み
ん
な
と
の
絆
が
深
ま
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。尊
敬
で

き
る
先
生
に
出
会
え
、専
門
知
識
を

学
べ
る
こ
と
が
、私
の
一
番
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。雰
囲

気
も
合
っ
て
い
る
こ
の
ゼ
ミ
で
、

さ
ら
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

私のゼミ自慢 ゼ
ミ
で
は
、レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方

な
ど
基
礎
的
な
こ
と
か
ら
学
べ
て

い
ま
す
。定
期
的
に
、プ
レ
ゼ
ン
の

機
会
が
あ
り
ま
す
が
、自
分
の
番
で

全
力
を
尽
く
せ
る
よ
う
に
毎
回

コ
ツ
コ
ツ
と
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

課
題
に
取
り
組
む
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
と
一
緒
に
、時
に
は
編
成
を
変

え
つ
つ
、目
標
に
向
か
っ
て
発
表
の

準
備
を
進
め
て
い
く
作
業
も
楽
し

く
感
じ
ら
れ
る
ゼ
ミ
で
す
。先
輩
の

研
究
内
容
か
ら
新
し
い
視
点
を

得
ら
れ
る
こ
と
も
、２
年
間
の
ゼ
ミ

の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

私のゼミ自慢

ゼ
ミ
を
選
ぶ
際
に
重
視
し
た

ポ
イ
ン
ト
は
、自
分
の
興
味
や

疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、「
学
ん
で
考
え
る
こ

と
」が
で
き
る
か
と
い
う
点
で

し
た
。あ
り
が
た
い
こ
と
に
日

大
法
学
部
に
は
、法
律
学
や

政
治
学
、経
済
学
等
の
ほ
か
、

文
学
や
社
会
学
、文
化
人
類

学
等
の
分
野
も
含
め
、幅
広

く
ゼ
ミ
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
見
学
や
質
問
会
、ゼ
ミ

を
担
当
し
て
い
る
先
生
へ

質
問
す
る
こ
と
等
を
通
し
て
、

学
び
、考
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
を
吟
味
し
、ゼ
ミ
を

選
択
す
る
の
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

ゼミを選ぶきっかけ

語
学
力
の
向
上
と
、ゼ
ミ
で
の

研
究
テ
ー
マ
を
ド
イ
ツ
で
勉
強

し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
、現

在
ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク

大
学
に
留
学
中
で
す
。人
間
同
士

の
壁
を
作
る
法
律
や
ル
ー
ル
に

つ
い
て
、ド
イ
ツ
と
日
本
の
比
較

が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
は
日
本
で
1
年
間
、帰
国
後

日
本
で
半
年
間
の
指
導
で
す
。私

は
将
来
を
考
え
て
早
期
卒
業
制

度
を
活
用
し
、3
年
で
卒
業
し
た

後
は
大
学
院
に
行
き
た
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、時
間
を
無
駄
に
し

な
い
よ
う
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

2
年
間
し
か
な
い
ゼ
ミ
だ
か
ら
こ

そ
し
っ
か
り
選
び
た
い
で
す
ね
。

私のゼミ自慢

公共政策学科 3年
羽生 千夏 さん
浅井直哉ゼミナール
ゼミの専攻（研究領域）：政治過程論

新聞学科 ３年
永島 里桜 さん
石川徳幸ゼミナール  
ゼミの専攻（研究領域）：日本ジャーナリズム史

法律学科 4年
矢野 龍世 さん
前嵩西一馬ゼミナール
ゼミの専攻（研究領域）：文化人類学

法律学科 ３年
小林 新史 さん
加藤暁子ゼミナール　  
ゼミの専攻（研究領域）：知的財産法

コツコツまじめに。
課題作りが力に
なっています！

かけがえのない
仲間と先生に
出会えました！

みんなと一緒に！
さらにゼミを

リードしていきたい

時間は有限。
最短距離で
夢を目指そう！

02 01



1次募集

77%

2次募集

17%

3次募集

5%

70%

35%

18%

17%

14%

8%

6%

6%

5%

4%

3%

3%

3%

2%

2%

1%

25%

43%

38% 36%

18%

13% 12%
9%

5% 5% 4% 3% 3% 1% 1%

4次募集 1%

1,485人に
ききました

あなたが所属しているゼミには何次募集で合格しましたか。Q あなたが所属しているゼミを選択した理由は何ですか？　（複数回答可）Q

あなたが希望している卒業後の進路は以下のうちどれですか？　（複数回答可）Q

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
る
ゼ
ミ
選
び

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、ど
う
選
ぶ
？

ゼミナール、どう選ぶ?

公務

情報・通信

サービス

金融・保険

卸売・小売

製造

不動産

運輸

教育

医療・福祉

飲食・宿泊

自営

建設

電気・ガス

農林水産

決まっていない

専
門
分
野
に
対
し
て
興
味
が
あ
っ
た
か
ら

先
生
の
人
柄
が
良
か
っ
た
か
ら

先
生
の
授
業
が
良
か
っ
た
か
ら

ゼ
ミ
の
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
か
ら

ゼ
ミ
の
方
法
が
良
か
っ
た
か
ら

高
校
の
先
輩
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら

就
職
を
希
望
す
る
分
野
と
関
係
が
深
い
か
ら

ど
う
し
て
も
ゼ
ミ
に
所
属
し
た
か
っ
た
か
ら

友
人
と
同
じ
ゼ
ミ
に
入
る
た
め

ゼ
ミ
の
学
外
で
の
活
動
内
容
に
興
味
を
持
っ
た
か
ら

ゼ
ミ
代
替
項
目
よ
り
も
単
位
取
得
が
容
易
だ
か
ら

卒
業
生
の
就
職
実
績
が
良
か
っ
た
か
ら

サ
ー
ク
ル
の
先
輩
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら

法
桜
祭
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
良
か
っ
た
か
ら

そ
の
他（
自
由
記
述
）

参考データ（実際の募集結果）

令和3年度 令和4年度 令和5年度
1
次
募
集

2
次
募
集

3
次
募
集

４
次
募
集

83.0%

15.4%

1.4%

0.2%

70.6%

21.3%

6.5%

1.5%

5
次
募
集

0.1%

72.0%

18.9%

7.3%

1.8%

調査の概要　調査期間 2023年3月6日～3月31日 ／ 対象者 日本大学法学部の学生5,659人 ／ 回答数 1,939人 ／ 回答率 34.3%
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入ゼミまでの  スケジュール
4th ROUND

12月

二次・三次募集

2024年1月
四次募集開始

11月
一次募集

10月
公開ゼミで、

入りたいゼミを探す

情報収集を始めよう！

SNSを開設している

ゼミナールもあるよ。

1st ROUND2nd, 3rd ROUND

法桜祭の学生フォーラムでは

ゼミナールの研究発表も

あるのでチェックしてみよう！

行き詰まったら、

先輩方にアドバイスを

もらってもいいかも。

START

あきらめない！

道は開ける！

まだまだ
これから！！

1次募集 合格発表

2次募集 合格発表

3次募集 合格発表

冬季休業冬季休業

※一次募集の合格者が募集定員を超えたゼミは、
　二次募集以降の選考を実施しない場合があります。
※一次募集の合格者が募集定員を超えたゼミは、
　二次募集以降の選考を実施しない場合があります。 法桜祭法桜祭

冬季休業冬季休業

ゼミナール、  どう選ぶ？

いよいよ
はじまる！

冬休みに

じっくり気力を貯めて

本学部のゼミナールは、学科にとらわれず、自分の興味のある
テーマに合わせて選択することができます。
指導教員のもとで少人数の共同研究を行うため、活発な論議やよ
り深い研究を行うことができます。

最新情報は「Live Campus U」でチェック！最新情報は「Live Campus U」でチェック！
https://lcu.law.nihon-u.ac.jp/https://lcu.law.nihon-u.ac.jp/
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公
共
政
策
学
科 

教
授
　
福
島 

康
仁 

先
生

Q 

福
島
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は

　

ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
、行
政
と
民
間
が
連
携

し
た「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」で
す
。私
の

専
門
は
都
市
政
策
・
地
方
自
治
論
で
、い
わ

ゆ
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。ま
ち
づ
く
り
と
い
う

の
は
、自
治
体
だ
け
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
も
住
民
と
の
間
に
ミ
ス

マ
ッ
チ
や
解
決
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。そ
こ
で
N
P
O
や
民
間
企
業
な
ど
の

強
み
を
生
か
し
た
協
力
が
と
て
も
重
要
に

な
り
ま
す
。

Q 

ゼ
ミ
で
の
学
び
に
つ
い
て

　

知
識
を
詰
め
込
む
こ
と
で
は
な
く
、切
り

口
や
考
え
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
重
点
を

置
い
て
い
ま
す
。例
え
ば
、夏
合
宿
で
は
実
際

に
自
治
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
住
民
へ
の
街
頭

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
す
。ど
う
す
れ
ば

上
手
く
話
を
聞
き
出
す
こ
と
が
で
き
、課
題

を
発
見
で
き
る
か
、と
い
っ
た
こ
と
を
ゼ
ミ
生

自
身
で
考
え
実
践
す
る
こ
と
で
、確
実
に
社

会
に
通
用
す
る
力
が
付
き
ま
す
。昨
年
度
は
、

さ
い
た
ま
市
が
開
催
し
て
い
る
学
生
政
策

提
言
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、ゼ

ミ
生
た
ち
も
成
長
を
実
感
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

Q 

ゼ
ミ
で
学
べ
る
こ
と
は

　

企
業
が
作
成
す
る
財
務
諸
表
に
は
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。企
業
の
実
態
を
映
す
た
め
、活

動
の
多
様
化
に
応
じ
て
ル
ー
ル
も
改
訂
が
必

要
で
す
。そ
の
変
遷
や
新
た
な
取
引
の
数
値

化
に
必
要
な
考
え
方
に
つ
い
て
、財
務
会
計

を
制
度
的
な
側
面
か
ら
研
究
す
る
制
度
会
計

を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
で
は
実
際
に
企
業
の
会
計
情
報
に
触

れ
な
が
ら
、制
度
に
つ
い
て
深
掘
り
し
ま
す
。

知
っ
て
い
る
企
業
を
扱
う
た
め
実
感
を
持
っ

て
学
べ
ま
す
。

Q 

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

学
び
の
成
果
を
確
か
め
る
機
会
と
し
て
、3

年
生
は
会
計
学
の
ゼ
ミ
に
よ
る
研
究
発
表
大

会「
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」

に
参
加
し
て
い
ま
す
。大
会
に
は
20
以
上
の
大

学
が
集
ま
り
ま
す
が
、私
た
ち
は
か
な
り
限
ら

れ
た
準
備
時
間
で
臨
み
ま
す
。望
ん
だ
結
果
に

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、他
大
学
の
レ

ベ
ル
の
高
い
研
究
に
触
れ
ら
れ
る
の
も

良
い
経
験
に
な
り
ま
す
。第
６
回
で
は「
Pay

P
a
y
㈱
の
売
上
高
予
測
」と
い
う
報
告
が

審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。タ
イ
ム

リ
ー
な
話
題
に
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
方
法
で

取
り
組
ん
だ
の
が
評
価
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

Q 

ゼ
ミ
で
目
指
し
て
い
る
こ
と
は

　

会
計
学
を
面
白
い
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。ゼ
ミ
生
の
約
8
割
が

一
般
企
業
に
就
職
し
ま
す
が
、学
び
を
活
か
し

て
銀
行
系
に
進
む
学
生
も
多
く
い
ま
す
。ま
た
、

公
認
会
計
士
や
税
理
士
を
目
指
す
ゼ
ミ
生
へ

の
助
言
も
含
め
私
も
で
き
る
限
り
サ
ポ
ー
ト

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

福島
ゼミ

経
営
法
学
科 

准
教
授
　
小
阪 

敬
志 

先
生

小阪
ゼミ

政
治
経
済
学
科 

准
教
授
　
立
福 

家
徳 

先
生

立福
ゼミ

Q 

先
生
の
専
門
と
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は

　

様
々
な
社
会
課
題
に
つ
い
て
、デ
ー
タ
を
用

い
た
統
計
分
析
を
行
う
経
済
政
策
の
研
究
が

専
門
で
す
。ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
も「
デ
ー
タ
を

用
い
た
政
策
の
検
討
」と
し
て
お
り
、学
生
た

ち
は
論
文
の
作
成
を
通
し
て
デ
ー
タ
分
析
に

つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

Q 

具
体
的
な
ゼ
ミ
の
内
容
は

　

3
年
生
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
中
心
で
す
。

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、多
岐
に
渡
る
社
会
課
題
か

ら
テ
ー
マ
を
設
定
。毎
年
1
2
月
に
行
わ
れ

る
日
本
政
策
学
生
会
議（
I
S
F
J
）へ
の
提

出
を
目
指
し
て
論
文
を
制
作
し
ま
す
。ゼ
ミ
の

時
間
に
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
進
捗
を
報
告
。

テ
ー
マ
設
定
や
デ
ー
タ
の
見
方
、先
行
論
文

の
使
い
方
に
つ
い
て
な
ど
、4
年
生
や
私
か
ら

助
言
を
受
け
て
論
文
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

4
年
生
は
3
年
生
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に

サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
参
加
す
る
ほ
か
、個
人
論

文
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。就
職
先
に

関
連
し
た
社
会
課
題
を
テ
ー
マ
に
選
ぶ
学
生

が
多
い
よ
う
で
す
。

Q 

ゼ
ミ
の
学
生
を
見
て
い
て
感
じ
る
こ
と
は

　

3
年
生
の
時
点
で
論
文
を
書
き
上
げ
た
こ

と
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
経
験
は
、そ
の
後
の

就
職
活
動
で
強
み
と
し
て
活
か
せ
て
い
る
よ
う

で
す
。特
に
I
S
F
J
は
、慶
應
大
学
や
一
橋

大
学
、大
阪
大
学
を
は
じ
め
、い
わ
ゆ
る
ト
ッ
プ

校
が
多
く
参
加
す
る
コ
ン
ペ
で
す
。そ
う
い
っ
た

場
で
他
大
学
の
学
生
と
肩
を
並
べ
て
研
究
の

成
果
を
発
表
で
き
る
こ
と
も
、確
か
な
自
信
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に

課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
や
考
え
方
を
学
ぶ

リ
ア
ル
な
企
業
情
報
か
ら

学
ぶ
会
計
制
度

デ
ー
タ
活
用
で

行
政
課
題
の
解
決
を
考
え
る

Q 

就
職
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　

基
本
的
に
は
、ゼ
ミ
の
運
営
や
就
職
に
つ
い

て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
先
輩
か
ら
後
輩
に
伝
え
て
も

ら
い
ま
す
。人
に
教
え
る
こ
と
で
、よ
り
当
事

者
意
識
が
高
ま
り
、自
然
と
ゼ
ミ
生
同
士

の
絆
も
強
ま
っ
て
い
く
も
の
で
す
。行
政
や

企
業
で
活
躍
し
て
い
る
O
B
O
G
に
よ
る
強

力
な
就
職
サ
ポ
ー
ト
は
、公
務
員
を
は
じ
め
、

こ
の
ゼ
ミ
の
就
職
力
の
強
さ
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

ゼミナールの研究活動

法学部では担当教員の専門領域と関連して、
法律学系、政治学系、経済学系、新聞学系、社会文化学系の約110ものゼミナールがあります。

ゼミナールの研究活動
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研
究
か
ら
見
る
日
法研

究
委
員
会
委
員
長
・
政
治
経
済
学
科 

教
授
　
岩
崎 

正
洋 

先
生

共同研究
プロジェクト

法
学
研
究
所 

所
長
・
法
律
学
科 

教
授
　
加
藤 

雅
之 

先
生

法学
研究所

政
経
研
究
所 

所
長
・
政
治
経
済
学
科 

教
授
　
松
元 

雅
和 

先
生

政経
研究所

研究から見る日法

Q 

法
学
研
究
所
の
研
究
に
つ
い
て

　

法
学
研
究
所
は
所
員
の
数
が
多
い
た
め
、

専
門
分
野
で
8
つ
の
研
究
会
に
分
か
れ
て
お

り
、そ
れ
ぞ
れ
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
、A
I
や
S
N
S
な
ど
日
々
新

た
な
ト
ピ
ッ
ク
が
出
て
く
る
中
で
、個
々
の

研
究
会
だ
け
で
は
な
く
、分
野
横
断
的
な
議

論
を
活
性
化
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。新
た
な
問
題
を
考
え
る
上
で
は
、

他
分
野
の
研
究
者
と
議
論
す
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
で
あ
り
、学
際
的
な
知
見
を
得
る

こ
と
で
研
究
面
と
と
も
に
、教
育
面
に
も

大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q 

活
動
内
容
は

　

活
動
内
容
は
、政
経
研
究
所
と
共
同
で

「
法
学
紀
要
」の
刊
行
や
、社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、一
般
の
方
向
け
の
無
料
法
律
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。弁
護
士
資
格
を

持
っ
て
い
る
教
員
と
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
教
員

が
、司
法
科
研
究
室
の
学
生
と
共
同
で
開
催

し
て
お
り
、学
生
に
と
っ
て
良
い
実
地
教
育
に

も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

Q 

資
格
受
験
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　
法
学
研
究
所
で
は
、司
法
書
士
科
研
究
室
と

税
理
士
科
研
究
室
の
二
つ
の
学
生
研
究
室
を

管
轄
し
て
お
り
、学
生
の
資
格
受
験
サ
ポ
ー
ト

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
本
当

に
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、本
学
で
は
伝
統
的
に

O
B
O
G
が
資
格
受
験
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
ま
す
。最
近
で
は
難
関
資
格
で
あ
る

司
法
書
士
試
験
に
合
格
者
が
出
る
な
ど
の

成
果
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

Q 

大
学
の
研
究
に
つ
い
て

　

大
学
は
教
育
機
関
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

研
究
機
関
で
も
あ
り
ま
す
。大
学
教
育
が
高
校

ま
で
の
教
育
と
大
き
く
違
う
の
は
、教
員
が
先

生
で
あ
る
と
同
時
に
研
究
者
で
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。日
大
法
学
部
の
場
合
、法
律
学
科
、

政
治
経
済
学
科
、経
営
法
学
科
、新
聞
学
科
、

公
共
政
策
学
科
と
、多
彩
な
学
科
を
有
し
、専

任
教
員
は
1
3
7
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
学
部
に
は
5
つ
の
研
究
所
が
附
置
さ
れ
、

1
3
7
名
の
教
員
一
人
ひ
と
り
が
研
究
者
と

し
て
、日
々
専
門
分
野
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

Q 

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
の
経
緯
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
、日
大
法
学
部
の
研
究
所
は
必
ず

し
も
研
究
所
間
で
の
横
断
的
な
議
論
を
行
っ

て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
今
年

度
か
ら
2
年
間
、S
D
G
s
を
テ
ー
マ
に
し
た

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
、分
野
横

断
的
な
研
究
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
共
同
研
究
で
は
、各
研
究
所
の
学
問
領
域

だ
け
で
は
な
く
、語
学
や
総
合
科
目
の
領
域
の

教
員
も
参
加
し
て
広
く
学
際
的
な
議
論
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。5
学
科
５
研

究
所
が
あ
る
日
大
法
学
部
だ
か
ら
こ
そ
の
専

門
的
で
広
範
囲
、そ
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
知
見

が
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。ま
た
研
究
の
成
果
は
、研
究
者
自
身

の
見
識
を
広
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、教
育
の

現
場
に
も
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

Q 

自
主
創
造
と
は

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、大
学
は
研
究

機
関
で
す
。学
問
は
研
究
を
土
台
に
し
て
お

り
、教
育
が
学
び
を
導
き
ま
す
。例
え
る
な
ら

ば
、学
び
と
い
う
の
は
、研
究
と
い
う
土
壌
に

深
く
根
を
張
り
、教
育
と
い
う
養
分
で
強
い
幹

を
育
て
る
こ
と
で
す
。そ
う
す
る
こ
と
で「
可

能
性
」と
い
う
枝
葉
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。自
ら
の
頭
で

考
え
、学
び
、課
題
に
取
り
組
む
学
生
た
ち

を
、私
た
ち
教
員
は
研
究
者
と
し
て
教
育
者

と
し
て
全
力
で
支
え
て
い
く
こ
と
。そ
れ
が
日

大
法
学
部
の
教
育
理
念「
自
主
創
造
」で
あ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

Q 

政
経
研
究
所
の
活
動
は

　

今
年
度
、政
経
研
究
所
に
は
35
名
が
所
員

と
し
て
所
属
し
て
い
ま
す
。専
門
分
野
に
応

じ
て
、政
治
研
究
会
、経
済
研
究
会
、公
共
政

策
研
究
会
に
分
か
れ
て
お
り
、各
研
究
会
で

の
研
究
発
表
や
外
部
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
聘

し
て
の
学
術
的
な
交
流
、そ
し
て
研
究
所
内

で
の
共
同
研
究
な
ど
が
主
な
活
動
で
す
。

Q 

法
学
紀
要
に
つ
い
て

　

研
究
成
果
を
掲
載
す
る
論
文
集「
法
学
紀

要
」を
、法
学
研
究
所
と
共
同
で
発
刊
す
る

こ
と
も
重
要
な
活
動
の
一
つ
で
す
。大
学
に
は

研
究
機
関
と
し
て
の
重
要
な
側
面
が
あ
り
、

我
々
も
教
員
で
あ
る
と
同
時
に
研
究
者
な
の

で
、学
内
外
へ
の
研
究
成
果
の
発
表
も
重
要

な
仕
事
で
す
。ぜ
ひ
学
生
に
も
法
学
紀
要
な

ど
、本
学
の
刊
行
物
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、

教
員
の
研
究
者
と
し
て
の
側
面
を
知
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。普
段
、講
義
を

聞
く
際
に
、そ
の
先
生
が
ど
ん
な
研
究
を
し
て

い
る
か
を
知
る
こ
と
で
、よ
り
深
い
学
び
が

あ
る
は
ず
で
す
か
ら
。

Q 

研
究
所
の
役
割
と
は

　

学
生
に
と
っ
て
は
、研
究
所
と
言
わ
れ
て
も

ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。し
か
し

学
生
研
究
室
の
中
の
、行
政
科
研
究
室
と

公
認
会
計
士
科
研
究
室
は
、政
経
研
究
所
が

運
営
し
て
い
る
の
で
す
が
、そ
ち
ら
に
は
馴
染

み
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。つ
ま
り
、

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
研
究
と
教
育
を
つ
な
ぐ

こ
と
が
研
究
所
の
役
割
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
教
育
を
考
え
る

法
学
な
ら
で
は
の
社
会
貢
献
と

資
格
受
験
サ
ポ
ー
ト

研
究
所
は
、

研
究
と
教
育
を
つ
な
ぐ
役
割

法
学
部
で
は
専
門
領
域
を
深
く
掘
り
下
げ
る
５
つ
の
研
究
所
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た
研
究
、広
く
社
会
に
研
究
成
果
を
発
信
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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成
果
を
発
表
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
な

仕
事
で
す
。

　

大
学
に
は
研
究
の
場
と
い
う
重
要
な
役
割

が
あ
り
ま
す
。研
究
は
学
問
を
深
め
る
こ
と
で

あ
り
、つ
ま
る
と
こ
ろ
教
育
の
も
と
な
の
で
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
所

で
の
研
究
が
教
育
の
場
に
活
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、本
来
の
大
学
教
育
の
在
り
方
だ
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

比
較
法
研
究
所 

所
長
・
法
律
学
科 

教
授
　
河
合 

利
修 

先
生

Q 

比
較
法
研
究
所
の
目
的
と
活
動
は

　
「
比
較
法
」に
つ
い
て
は
様
々
な
定
義
が
で
き

る
の
で
す
が
、日
大
法
学
部
の
比
較
法
研
究
所

の
場
合
は「
日
本
と
外
国
」、あ
る
い
は「
外
国

と
外
国
」の
法
律
の
比
較
、研
究
を
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
、重
要
な
活
動
の
一つ
に
、年
に
複
数

回
、外
国
の
研
究
者
を
招
聘
す
る
こ
と
で
、相

互
交
流
を
図
り
国
際
的
な
知
見
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
研
究
会
の
開
催
が
あ
り
ま
す
。

Q 

学
生
の
研
究
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て

 

研
究
会
に
は
、専
門
の
研
究
者
だ
け
で
は

な
く
、学
生
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。以
前
、私
の
ゼ
ミ
生
が
参
加
し
た

時
に
は「
す
ご
く
刺
激
に
な
っ
た
」と
感
動
し

て
い
る
様
子
で
し
た
。学
生
に
と
っ
て
は
少
し

難
し
い
内
容
で
し
た
が
、実
際
の
研
究
に
触
れ

た
こ
と
で
、学
問
の
本
質
的
な
面
白
さ
を
感
じ

て
も
ら
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Q 

大
学
で
の
研
究
と
教
育
に
つ
い
て

 

比
較
法
研
究
所
で
は
、1
9
8
3
年
以
降
、

欧
文
紀
要C

om
parative Law

を
約
40
年
間

に
わ
た
り
発
刊
し
て
い
ま
す
。教
員
は
教
育
者

で
あ
る
と
同
時
に
研
究
者
で
も
あ
り
、研
究

大
学
の
研
究
こ
そ
教
育
の
も
と
と
な
る

比較法
研究所

新
聞
学
研
究
所 

所
長
・
新
聞
学
科 

教
授
　
塚
本 

晴
二
朗 

先
生

教
育
の
理
想
は

研
究
と
の
連
動
に
あ
る

新聞学
研究所

国
際
知
的
財
産
研
究
所 

所
長
・
経
営
法
学
科 

教
授
　
加
藤 

浩 

先
生

最
新
の
研
究
で

教
育
領
域
に
も
広
が
り
を

国際
知的財産
研究所

研究から見る日法

Q 

新
聞
学
科
に
つ
い
て

　

新
聞
と
い
う
と
、一
般
的
に
は
新
聞
紙
の

こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、英
語
で
新
聞
学
科
は「
デ
パ
ー
ト

メ
ン
ト
オ
ブ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」で
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
学
科
と
い
う
意
味
で
す
。司
法
、

立
法
、行
政
に
次
ぐ
、フ
ォ
ー
ス
・
ブ
ラ
ン

チ
と
さ
れ
、民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
研
究

し
て
い
ま
す
。日
大
法
学
部
で
は
1
9
4
7

年
に
学
科
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て

2
0
0
7
年
に
研
究
所
、次
い
で
2
0
1
0

年
に
は
大
学
院
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q 

学
生
の
研
究
所
利
用
に
つ
い
て

　

研
究
所
で
は
、2
0
1
1
年
の
東
日
本
大

震
災
の
日
以
降
、24
時
間
3
6
5
日
、東
京

キ
ー
局
と
N
H
K
の
放
送
を
録
画
し
た
映

像
ア
ー
カ
イ
ブ
を
保
有
し
て
い
ま
す
。ま
た

日
本
新
聞
協
会
が
運
営
し
て
い
る
新
聞
博
物

館
と
も
連
携
し
て
お
り
、収
蔵
庫
に
保
存
さ

れ
て
い
る
一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
資
料
を

閲
覧
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。ど
ち
ら
も
本
学

の
学
生
や
院
生
は
利
用
で
き
ま
す
。

Q 

研
究
所
の
役
割
と
は

　

新
聞
学
研
究
所
は
、学
術
的
な
研
究
を

す
る
場
で
あ
る
と
同
時
に
、教
育
と
研
究
を

限
り
な
く
連
動
さ
せ
る
た
め
に
あ
る
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。現
在
は
研
究
指
導
部
門
を

設
け
て
、研
究
の
方
法
論
を
学
生
に
指
導
し

て
い
ま
す
が
、今
後
は
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、

学
生
や
院
生
と
一
緒
に
研
究
に
取
り
組
め
る

環
境
に
し
て
い
け
れ
ば
理
想
的
で
す
ね
。

Q 

国
際
知
的
財
産
研
究
所
の
設
立
経
緯
は

　

特
許
権
・
意
匠
権
・
商
標
権
・
著
作
権
か
ら

な
る
知
的
財
産
権
は
、２
０
０
０
年
頃
を

境
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
、模

倣
品
や
海
賊
版
な
ど
知
的
財
産
権
を
侵
害

す
る
例
が
急
増
。法
の
整
備
が
現
状
に
追
い

つ
い
て
い
な
い
部
分
が
あ
り
、企
業
の
対
策
や

個
人
へ
の
教
育
・
啓
蒙
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。日
大
法
学
部
で
は
２
０
０
７
年
に
、知
的

財
産
法
の
研
究
機
関
と
し
て
国
際
知
的
財
産

研
究
所
を
設
立
し
ま
し
た
。な
お
、国
際
知

的
財
産
研
究
所
で
は
、学
生
研
究
室
と
し
て

弁
理
士
科
研
究
室
も
運
営
し
て
い
ま
す
。

Q 

研
究
内
容
の
事
例
は

　

例
え
ば
、企
業
に
と
っ
て
技
術
や
情
報
な

ど
の
知
的
財
産
は
大
切
な
資
産
で
す
。特
に

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
お
い
て
は
独
自
の

技
術
自
体
が
資
金
調
達
に
つ
な
が
る
た
め
、

知
的
財
産
の
扱
い
が
事
業
継
続
の
鍵
と
な
り

ま
す
。今
年
６
月
に
は
、特
許
庁
の
担
当
者
と

本
学
出
身
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
経
営

者
を
お
招
き
し
、議
論
を
行
い
ま
し
た
。研
究

所
で
は
こ
の
よ
う
な
研
究
会
を
年
５
回
ほ
ど

開
催
。研
究
会
で
は
、研
究
者
だ
け
で
な
く
、

弁
護
士
、弁
理
士
、企
業
お
よ
び
官
庁
の
実
務

家
の
方
々
も
お
招
き
し
、毎
回
違
っ
た
視
座

か
ら
語
ら
れ
る
知
的
財
産
に
触
れ
た
り
、議
論

に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
で
、教
員
・
学
生
の

知
見
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q 

こ
れ
か
ら
の
知
的
財
産
権
分
野
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
一
例
で
す
が
、「
Ａ
Ｉ
が
描
い
た
絵
画

の
著
作
者
は
一
体
誰
な
の
か
。そ
こ
に
著
作
権

は
あ
る
の
か
。」と
い
う
よ
う
に
、技
術
の
進
歩

と
と
も
に
新
た
な
問
題
が
生
ま
れ
て
く
る

な
ど
、こ
れ
か
ら
も
領
域
が
広
が
っ
て
い
く

分
野
で
す
。知
的
財

産
を
め
ぐ
る
課
題

は
、社
会
で
大
き
な

議
論
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、

最
新
の
研
究
を
教

育
に
活
か
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

研
究
か
ら
見
る
日
法

法
学
部
で
は
専
門
領
域
を
深
く
掘
り
下
げ
る
５
つ
の
研
究
所
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た
研
究
、広
く
社
会
に
研
究
成
果
を
発
信
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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第44回

瞬
　

昨
年
度
は
約
3
年
ぶ
り
に
対
面
で
の

開
催
、さ
ら
に
一
般
客
の
入
場
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。例
年
通
り
の
開
催
を
で
き
な
か
っ
た

こ
の
3
年
間
で
、学
生
生
活
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
し
ま
う
と
実
感
し
ま
し
た
。そ
の

よ
う
な
中
で
、実
行
委
員
会
と
参
加
し
て
く

れ
た
方
々
が
、こ
の
一
瞬
を
大
事
に
思
い
返
せ

る
よ
う
な
学
部
祭
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を

込
め
て
、「
瞬（
ま
た
た
き
）」と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、日
々
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
更
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、模
擬

店
や
規
制
の
な
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ラ
イ
ブ

な
ど
、よ
り
一
層
盛
り
上
が
る
企
画
を
開
催

し
ま
す
。

　

法
桜
祭
は
私
た
ち
だ
け
で
な
く
、支
え
て

く
だ
さ
る
す
べ
て
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
の
法
桜
祭
で
す
。来
て
く
だ
さ
る
方
々
に

笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、全
力
で

本
祭
ま
で
駆
け
抜
け
て
い
き
ま
す
。

　

第
44
回
法
桜
祭
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。第

44
回
法
桜
祭
実
行
委
員
長

小
林 

ま
ど
か

こ
の
一
瞬
を
大
事
に

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
あ
る
大
学
の
多
く
が
街
の
中
に
キ
ャ
ン

パ
ス
を
構
え
て
学
生
街
を
形
成
し
て
い
る
よ
う
に
、日
本
大
学

法
学
部
も
神
田
三
崎
町
に
根
差
し
た
都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
を
特
徴

と
し
て
い
ま
す
。今
回
か
ら
複
数
回
に
わ
た
り
、神
田
三
崎
町
キ
ャ

ン
パ
ス
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
き
ま
す
。

街
が
キ
ャ
ン
パ
ス

　

法
学
部
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
図
書
館
。そ
の
出
入
り
口
の

脇
に
大
型
の
屋
外
ビ
ジ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、法
学
部

生
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る（
？
）と
思
い
ま
す
が
、「
L
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
い
う
正
式
名
称
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、知
名
度
は
い
ま

一
つ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
の
よ
う
で
す
。私
た
ち
の
大
学
生
活
に
何
気

な
く
存
在
し
て
い
る
L
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
が
、実
は
私
た
ち
が
一
番
目

に
し
や
す
い
場
所
に
計
画
的
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。学
び
の
中
核

と
な
る
図
書
館
の
前
と
い
う
だ
け
で
な
く
、1
0
号
館
か
ら
本
館
へ

移
動
す
る
際
の
視
線
の
先
に
あ
り
、本
館
か
ら
2
号
館
へ
移
動
す

る
際
に
も
道
す
が
ら
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
、ま
さ
に

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ハ
ブ
と
な
る
場
所
に
位
置
し
て
い
る
の
で
す
。

　

L
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、学
生
に
法
学
部
の「
今
」を
伝
え
る
動
画
が

提
供
さ
れ
て
お
り
、今
秋
か
ら
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て「
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
紹
介
」が
放
映
さ
れ
ま
す
。来
春
に
は「
サ
ー
ク
ル
紹
介
」の

放
映
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、足
を
止
め
て

L
ビ
ジ
ョ
ン
を
観
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
、こ
こ
に
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
？

［   最新情報はこちらから   ］
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自主創造の基礎

2
0
2
3
年
初
春
、「
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク　
自
主
創
造
の
基
礎
」が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
以
上
に
実
践
的
、且
つ
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、学
修
の

考
え
方
か
ら
具
体
的
な
作
業
の
仕
方
ま
で
、大
学
で
の
学
び
方
を
体
系
的
に
身
に

つ
け
る
と
同
時
に
、専
門
的
な
研
究
の
手
引
き
と
し
て
も
役
立
ち
ま
す
。

「
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク 

自
主
創
造
の
基
礎
」が
大
幅
改
訂
！

48
名
の
教
員
が「
私
の
研
究
」ま
た
は「
私
と
研
究
」を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
た
エ
ッ
セ
イ

を
掲
載
。教
員
の
研
究
者
と
し
て
の
一
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

研
究
と
の
出
会
い
や
向
き
合
い
方
な
ど
を
通
じ
て
、学
び
の
本
質
や
自
主
創
造
の

あ
り
方
が
浮
か
び
上
っ
て
き
ま
す
。学
修
を
導
く
必
読
の
章
で
す
。

「
日
常
生
活
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
常
に
操
作
を
す
る
の
と
同
様
に
、大
学
で
の
学
び

は
、常
に
本
書
に
触
れ
れ
ば
済
む
と
言
え
る
だ
ろ
う
」（
は
し
が
き
よ
り
）。本
書
を

常
に
手
元
に
置
い
て
お
く
こ
と
で
、新
た
な
課
題
へ
の
挑
戦
や
、ま
た
学
修
に
行
き

詰
ま
っ
た
時
な
ど
、必
ず
学
び
の
道
を
示
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

研
究
者
と
し
て
の
教
員
を
通
じ
て

ま
さ
に
必
携
の
書
と
し
て

知
っ
て
る
？

図
書
館
前
の「
あ
れ
」は
何
？

第１回

神
田
三
崎
町

キ
ャ
ン
パ
ス

訪！
探
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